
 

 

 

須坂市立小山小学校だより  

栃の子だより  

栃の木のように 深く根を張り 幹太く 枝葉豊かな人  

令和７年６月 1７日  

No.２  文責：教頭  

須坂市立小山小学校  

【なかよし旬間での校長先生のお話より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「３つのしあわせ」 ～一人一人の思いやり～ 

「辛
つ ら

」いという字に「一」という漢字を足すと「幸
しあわ

」せという漢字になります。「辛」

を「幸」に変える「一」は、一人一人の思いやりでできています。  

周りに辛い思いをしている友達がいたら、「おはよう」と声を掛けたり、「一緒に遊ぼ

う」と誘ったり、「大丈夫だよ」と安心させたりしてみましょう。その思いやりが、辛さ

を吹き飛ばす「一」になります。ほほ笑みながら隣にいるだけでも、幸せに向かう「一」

になります。一人一人が思いやりの行動を起こすことで、「辛」を「幸」に変えられるの  
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なかよし清掃 と なかよし集会 

 

です。  

幸せには、三つの種類があるといわれています。一つ目は「もらう幸せ」です。皆さん

は、絵本を読んでもらったり、遊びの仲間に入れてもらったり、困ったときに助けてもら

ったりしたことがあるでしょう。このように、周りの人から何かしてもらったときに感じ

る幸せです。  

二つ目は、「できる幸せ」です。進んで発言できるようになった。縄跳びで新しい技が

できるようになった。新しい漢字が書けるようになった。このように、できなかったこと

ができるようになったり、もっとうまくできるようになったりしたときに感じる幸せで

す。  

三つ目は、「あげる幸せ」です。これは、他の人を助けてあげる、支えてあげるなど、

誰かの役に立ったときに感じる幸せです。この幸せは、三つの幸せの中で、一番大事な幸

せです。なぜなら、してあげる方も、してもらう方も幸せになって、幸せが２倍にも３倍

にもなるからです。  

「もらう幸せ」は感謝の気持ちを育み、「できる幸せ」は自信をもたらし、「あげる幸

せ」は誰かの役に立ちたいという意欲を高めます。小山小学校の幸せの輪がどんどん広が

っていくことを楽しみにしています。  

なかよし旬間中の一コマです。職員室そうじの１年生に「６年生との掃除はどうだっ

た？」と聞いてみると、「楽しかった！」「６年生が優しかった」と答えてくれました。

低学年の良き先輩として、ていねいに掃除のやり方を教えてくれている高学年の皆さん、

ありがとう。そして、なかよし集会の猛獣狩りゲームの一場面。さすがに「シ・ロ・ナ・

ガ・ス・ク・ジ・ラ」の８人でのグループ作りは難しかったですね～。私の目の前に９人

で集まっているグループがいました。ここから１人だけ離れるのは難しいなぁ･･･と思って

いると、高学年の女子が「『シロナガスクジラね
．．．．．．．．．

』ということで OK」と９名で座りました。

ルール違反？いえいえ、素敵な判断にほっこりしました。  

お知らせ 
◆先週、Tetoru で配信した通り、今年度は 7 月に個別懇談会を行います。学校のある平

日の午後と、夏休み中で懇談日程が変わります。各学級ごとの日程表を６月 23 日（月）

に担任から配付いたしますので、ご協力をお願いいたします。なお、担任以外の職員と

の懇談希望も受け付けておりますので、お気軽に担任へお知らせください。  

◆水泳学習が始まり増した。今後、本格的な暑さが予想されるとともに、疲れもたまるよ

うになります。水筒持参、登下校時の帽子の着用、早めの就寝等、お子様の体調管理に

向けたご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  

 

 

 
 


